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九
頭
竜
線
の
現
状

　

平
成
九
年
度
に
市
内
か
ら
J
R

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
の
愛
称
）

に
乗
車
し
た
人
は
、
一
一
十
二
万
七

千
四
百
一
十
一
一
人
で
し
た
。
そ
の

う
ち
越
前
大
野
駅
か
ら
の
乗
巾
は

十
九
万
一
二
千
二
百
九
ト
ミ
人
で
。

一
日
に
平
均
五
百
三
十
人
の
人
た

ち
が
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。よ

り
利
用
し
や
す
く

　

九
頭
屯
線
を
よ
り
利
川
し
や
す

い
よ
う
に
と
、
平
成
九
年
．
．
．
月
の

ダ
イ
ヤ
改
ぷ
で
は
、
上
ド
ー
本
ず

つ
の
列
車
が
増
発
さ
れ
、
全
部
で

二
十
三
本
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
三
月
か
ら
は
、
三
本

の
快
速
列
車
の
北
大
野
駅
で
の
停

車
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
快
速
列
車
の
北
大
野
駅

停
車
に
あ
わ
せ
、
北
大
野
駅
西
側

に
三
ト
ヒ
台
分
の
新
し
い
駐
車
場

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
北
大
野
駅
か

ら
乗
車
す
る
人
が
増
え
、
平
成
九

年
度
で
は
二
千
六
百
五
十
五
人
で

し
た
が
、
平
成
十
年
度
は
上
半
期

だ
け
で
五
千
百
七
十
一
一
人
と
な

り
、
年
間
で
推
計
す
る
と
三
・
五

倍
の
実
績
と
な
り
ま
す
。

利
用
者
は
横
ば
い

図
①
は
、
過
去
五
年
間
の
乗
車図①九頭竜線の利用状況

み
ん
な
に
聞
い
て
み
ま
し
た

脇
坂
勇
さ
ん

（
五
十
歳
・
中
野
）

　

今
年
の
六
月
で
、

九
頭
竜
線
で
福
井
へ

通
勤
に
す
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
三
年
に

な
り
ま
す
。
朝
と
夕
方
の
快
速
を
利
用
し
て
い

ま
す
。
会
社
が
福
井
駅
か
ら
近
い
の
で
、
と
て

も
便
利
で
す
。
た
だ
、
夕
方
の
福
井
発
快
速
が

一
両
し
か
な
い
の
で
、
い
つ
も
混
雑
し
て
い
ま

す
。
こ
の
快
速
が
二
両
編
成
に
な
れ
ば
、
も
っ

と
便
利
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
東
雄
二
さ
ん

（
十
九
歳
・
篠
座
）

福
田
胞
史
さ
x

（
十
八
歳
・
春
日
）

　

大
学
の
通
学
に
、

四
月
か
ら
九
頭
竜
線

を
利
用
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
授
業

に
よ
っ
て
利
用
し
た
い
時
間
が
変
わ
る
の
で
、

で
き
れ
ば
朝
夕
の
本
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
最
終
も
も
う
少
し
遅
く
な
る
と
、
も
っ

と
便
利
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で

も
、
車
で
は
駐
車
場
所
な
ど
が
不
便
な
の
で
、

九
頭
竜
線
の
方
が
気
楽
で
良
い
で
す
。

大
塚
純
子
さ
ん
（
大
阪
府
）

　

都
会
で
は
車
の
方
が
不
便
な
の
で
、
自
家
用

車
は
持
つ
て
い
ま
せ
ん
。
旅
行
は
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
ま
す
。
目
的
地
に
早
く
着
き
、
土

地
の
人
に
触
れ
合
え
、
景
色
が
よ
く
見
れ
る
こ



特集

九＿
ま

頭づ贈⊥紘しと

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
や
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

の
高
ま
り
を
背
景
に
、
公
共
交
通
機
関
の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で

は
、
自
家
用
車
の
普
及
な
ど
で
利
用
率
が
減
少
し
、

経
営
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
公
共
交
通
機
関
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
J
R
九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
の
愛

称
）
と
路
線
パ
ス
の
現
状
を
見
て
み
ま
し
た
。

実
績
で
す
。
平
成
t
年
度
に
つ
い

て
は
、
L
半
期
分
の
乗
車
実
績
か

ら
の
推
計
と
な
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ

改
正
な
ど
で
北
大
野
駅
か
ら
の
利

用
者
は
増
え
ま
し
た
が
、
全
体
で

の
利
用
者
は
横
ば
い
の
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
現
状

　

市
内
の
路
線
バ
ス
は
、
木
本
線
、

六
呂
師
線
、
勝
原
・
友
兼
線
、
堀

兼
線
、
大
矢
戸
線
、
白
山
線
（
市

営
）
の
六
路
線
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
木
本
線
と
六
呂
師

線
は
第
二
種
生
活
路
線
と
し
て
、

勝
原
・
友
兼
線
と
堀
兼
線
は
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
路
線
と
し
て
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
矢
戸

線
は
主
に
通
学
用
の
市
単
独
生
活

路
線
と
し
て
運
行
さ
れ
、
白
山
線

に
つ
い
て
は
、
市
営
の
路
線
と
し

て
市
が
バ
ス
運
行
事
業
者
に
委
託

し
、
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
利
便
を
考
え

　

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
で
は
、
利
用

者
の
利
便
を
図
る
工
夫
を
行
っ
て

い
ま
す
。

木
本
線
＝
五
月
六
日
か
ら
、
荒
子

　

と
木
本
集
落
セ
ン
タ
ー
に
バ
ス

　

停
を
新
設

六
呂
師
線
＝
松
丸
こ
ハ
呂
師
間
は

　

フ
リ
ー
乗
降

勝
原
。
友
兼
線
と
堀
兼
線
、
白
山

線
＝
全
区
間
フ
リ
ー
乗
降

大
矢
戸
線
＝
小
学
校
の
始
業
時
間

　

に
合
わ
せ
、
二
月
一
日
か
ら
大

　

矢
戸
発
の
時
間
を
七
時
三
十
四

　

分
に
改
正

1
日
の
利
用
は
「
－
「
－
6
人

　

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
の
一
日

当
た
り
の
平
均
乗
客
数
は
、
わ
ず

か
に
百
十
六
人
で
す
。
（
図
②
）

最
も
多
い
六
呂
師
線
は
平
均
五
十

三
人
の
乗
車
で
す
が
、
一
日
四
往

復
な
の
で
一
往
復
間
に
利
用
す
る

人
は
、
た
っ
た
の
十
三
人
で
す
。 図②1日あたりの乗車人数

と
が
良
い
で
す
ね
。
今
日
は
汽
車
で
来
ま
し
た
。

大
野
は
自
然
が
豊
富

で
、
空
気
が
き
れ
い

で
す
ね
。
歩
く
だ
け

で
も
十
分
楽
し
い
で

す
よ
。
帰
り
は
バ
ス

に
乗
る
つ
も
り
で
す
。

谷
口
め
ぐ
み
さ
ん

（
和
泉
村
・
大
野
高

校
三
年
）

番
屋
久
美
子
さ
ん

（
和
泉
村
・
大
野
高

校
三
年
）

　

通
学
に
、
九
頭
竜

湖
駅
か
ら
九
頭
竜
線

を
利
用
し
ま
す
。
土

曜
日
の
午
後
か
ら
帰
宅
す
る
と
き
に
は
、
時
間

が
合
わ
な
い
の
で
不
便
で
す
が
、
日
曜
日
で
も

よ
く
利
用
し
ま
す
。
和
泉
村
か
ら
の
利
用
は
、

お
年
寄
り
が
多
い
よ
う
で
す
。
私
た
ち
に
は
汽

車
が
走
っ
て
い
る
こ
と
が
普
通
で
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
利
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
村
喜
恵
さ
ん

（
東
京
都
）

　

以
前
、
和
泉
村
で

暮
ら
し
た
こ
と
が
あ

る
の
で
、
な
つ
か
し

い
で
す
。
車
の
運
転

が
で
き
な
い
の
で
、
旅
行
に
は
公
共
交
通
機
関

を
利
用
し
ま
す
。
九
頭
竜
線
に
乗
っ
た
の
が
夕

方
だ
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
利
用
し
て

い
ま
し
た
。
も
し
、
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
る
と
困
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ず
っ
と
残
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。



利
用
促
進
に
向
け
て

もつと利用しよう

助成制度

　

市
で
は
、
九
頭
竜

線
を
少
し
で
も
多
く

利
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
団
体
で
の
利
用

の
場
合
は
運
賃
実
費

の
半
額
、
回
数
券
を

利
用
し
た
場
合
は
購

入
費
の
こ
割
の
額
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

図
③
は
、
過
去
五

年
間
の
助
成
金
の
利

用
実
績
で
す
。
助
成

金
の
交
付
状
況
は
、

ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
制
度
を
知
ら
な
い
人
も
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
団

体
で
の
利
用
や
回
数
券
を
利
用
す

る
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

団
体
1
5
人
以
上
の
団
体
で
利
用

　

の
場
合
、
運
賃
実
費
の
半
額
を

　

補
助
。
2
週
間
前
ま
で
に
駅
で

　

団
体
利
用
の
手
続
き
を
し
、
利

　

用
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

回
数
券
H
枚
つ
づ
り
の
回
数
券

　

購
入
費
の
2
割
を
補
助
。
最
終

　

券
の
提
示
が
必
要
。

そ
の
他
越
前
大
野
駅
で
購
入
の

　

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間
午
前
9
時
か
ら
午
後

　

4
時
ま
で
で
す
。

窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
6
3
）

便ijです

定期券と回散券

　

路
線
バ
ス
を
利
用

す
る
と
き
に
、
便
利

な
定
期
券
や
回
数
券

を
紹
介
し
ま
す
。

普
通
定
期
券
毎
日

　

の
通
勤
や
通
学
に

　

便
利
で
す
。

片
道
定
期
券
往
復

　

の
ど
ち
ら
か
一
方

　

の
み
利
用
で
き
る

　

定
期
券
で
す
。
通

　

勤
や
通
学
で
行
き

　

だ
け
が
自
家
用
車

　

に
便
乗
す
る
場
合
や
、
帰
り
は

　

バ
ス
に
乗
れ
な
い
と
い
う
人
に

　

便
利
で
す
。

回
数
券
H
回
の
普
通
回
数
券
。

　

有
効
期
限
が
無
い
の
で
、
料
金

　

が
改
定
さ
れ
て
も
、
差
額
を
支

　

払
え
ば
利
用
で
き
ま
す
。

図③助成金の利用実績

越
美
北
線
（
愛
称
‥
九
頭
竜
線
）
の
歴
史

祁
㎏
な
で
守
’
？
7
こ
扨
加
ら
も

　

越
美
北
線
は
当
初
、
福
井
か
ら
岐
阜
ま
で
の
「
越
美
線
計
画
」

と
し
て
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

岐
阜
県
側
は
、
昭
和
九
年
に
美
濃
太
田
～
北
濃
間
の
七
こ
・
こ

よ
が
開
通
。
福
井
県
側
は
、
昭
和
十
年
に
福
井
～
大
野
間
が
着
工

さ
れ
ま
し
た
が
、
戦
争
の
た
め
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
一

年
に
工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年
十
こ
月
十
五
日
に
福
井

～
勝
原
間
の
四
四
・
九
。
・
が
開
通
。
当
時
は
、
待
望
の
開
通
と
い

う
こ
と
で
、
市
民
か
ら
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
五
日
に
九
頭
竜
湖
ま
で
の

一
〇
・
こ
。
・
が
開
通
し
、
現
在
も
地
域
住
民
の
足
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
未
開
通
の
九
頭

竜
湖
～
北
濃
間
が
工
事
線
と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
五

十
五
年
十
一
月
の
国
鉄
再
建
法
の
成
立
に
よ
り
、
赤
字
ロ
ー
カ
ル

線
の
廃
止
問
題
が
浮
上
。
そ
の
対
象
路
線
の
中
に
越
美
北
線
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
み
ん
な
で
守
ら
な
け
れ
ば
と
「
乗
る
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
「
冬
期
降
雪
等
に
よ
る
代
替
輸
送
道

路
の
不
通
期
間
十
日
を
越
え
る
も
の
」
と
い
う
廃
線
除
外
基
準
に

該
当
し
た
こ
と
か
ら
、
最
悪
の
事
態
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
こ
年
、
国
鉄

が
分
割
民
営
化
さ
れ
、
J

R
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。
平
成
四
年
九
月
、
小

型
で
軽
量
と
な
っ
た
現
在

の
車
両
が
導
入
さ
れ
、
快

速
も
運
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

幾
多
の
問
題
を
乗
り
越

え
て
き
た
越
美
北
線
。
今

は
、
九
頭
竜
線
と
親
し
み

を
込
め
た
愛
称
で
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ず
っ
と
こ
の
列
車
の
走
る

姿
を
見
た
い
で
す
ね
。

昭和35年開通を祝a列車？6飾‘り付け

み
ん
な
に
聞
い
て
み
ま
し
た

中
村
有
香
ち
ゃ
ん

（
下
庄
小
六
年
・
小

矢
戸
）

　

私
た
ち
小
矢
戸
の

小
学
生
は
、
大
矢
戸

線
の
バ
ス
で
通
学
し

て
い
ま
す
。
大
矢
戸
と
太
田
も
合
わ
せ
る
と
全

部
で
二
十
三
人
も
が
利
用
し
て
い
る
の
で
、
バ

ス
は
満
員
に
な
り
ま
す
。
低
学
年
は
帰
り
も
バ

ス
を
利
用
で
き
ま
す
が
、
五
年
生
や
六
年
生
は

歩
い
て
帰
り
ま
す
。
バ
ス
で
は
十
五
分
の
距
離

で
も
、
歩
く
と
一
時
間
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
。

バ
ス
は
ず
っ
と
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

多
田
き
よ
子
さ
ん

（
七
十
五
歳
・
松
丸
）

　

通
院
な
ど
で
六
呂

師
線
の
バ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
バ
ス

と
越
美
北
線
を
乗
り

継
い
で
福
井
へ
行
き
ま
す
が
、
本
数
が
少
な
い

の
で
大
変
。
も
っ
と
本
数
が
あ
る
と
便
利
な
の

で
す
が
、
乗
る
人
が
少
な
い
の
で
仕
方
な
い
で

す
ね
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
に
車
の
免
許
が
な

い
者
に
と
っ
て
、
バ
ス
や
九
頭
竜
線
は
絶
対
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
存
続
さ
せ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

山
田
慎
治
さ
ん

三
十
三
歳
・
今
井
）

　

福
井
市
内
へ
自
家

用
車
で
通
勤
し
て
い

ま
す
。
職
場
が
郊
外

に
あ
り
、
帰
宅
時
間



特集九頭竜線と路線バス

　

次
の
も
の
は
、
京
福
バ
ス
運
行

の
路
線
に
限
り
利
用
で
き
ま
す
。

企
業
定
期
券
5
人
以
上
で
定
期

　

券
を
購
入
の
場
合
、
さ
ら
に

　

3
％
安
く
な
り
ま
す
。

電
車
・
バ
ス
乗
り
継
ぎ
定
期

　

別
々
に
定
期
を
購
入
す
る
よ

　

り
、
I
割
安
く
な
り
ま
す
。

回
数
券
1
5
回
券
。
大
野
i
福
井

　

間
と
大
野
－
勝
山
間
の
回
数
券

　

で
す
。

J
R
越
前
大
野
駅
鉄
道
部

鉄
道
部
長

北
瀬
修
さ
ん

　

九頭竜線の経営は、厳しいもの

があります。しかし、沿線の皆さ

んのご支援を頂き、さらに活性化

をさせていくことが、地域での私

たちの使命だと思います。皆さん

からの要望に多い、列車ダイヤの

埼間帯や北陸線との接続などの改

善については、さらに検討を重ね、

より利便性の高い鉄道にしていき

ますので、なお一層の利用をお願

いします。

京
福
電
気
鉄
道
（
株
）
バ
ス
管
理
部

管
理
課
大
野
営
業
所

所
長
長
田
義
一
さ
ん

　

現状に合わせた路線の変更や運

賑手の対応改善など、より利用し

やすく、親しみのある運行で一人

でも多くの人に乗っていただける

ように努めています。路線バスを

唯持していくため、貸切りバスよ

りも比較的安い料金で、イベント

の送迎や遠足などに利用いただい

ています。町内の行事などにも利

用してください。 冨線－砥を強盛冨箪寄涯

越美北線と乗合バスに乗る運動
今年も予定 ミ聡しいイベント

　

昭
和
六
十
二
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
越
美
北
線
と

乗
合
バ
ス
に
乗
る
運
動
」
は
、
今
年
で
十
三
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
九
頭
竜
線
と
市
内
の
路
線
バ
ス
を
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
多
く
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
と
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、
九
頭
竜

線
と
路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
刻
表
の
配
布

を
行
い
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
夏
休
み
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
決
ま
り
次
第
広
報
な
ど
を
通
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

大
野
観
光
自
動
車
（
株
）

代
表
取
締
役

　

長
谷
川
敦
男
さ
ん

　

交通弱者であるお年寄りや子供

たちの、日常の足となる生活路線

の確保という立場から路線バスを

運行しています。沿線のどこでも

バスに乗り降りができるフリー乗

降や、停留場もできる限り集落に

近くするなど、利用する人がより

乗車しやすいよう努めています。

地域のバスとして、今後も運行を

続けていきたいですね。

も
不
規
則
だ
か
ら
で
す
。
妻
は
、
時
々
九
頭
竜

線
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
私
は
最
近
利
用
し
て

い
な
い
の
で
、
実
感
は
わ
か
な
い
で
す
が
、
も

し
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
に
な
る
と
、
さ
み
し

い
気
が
し
ま
す
。
快
速
を
増
や
す
な
ど
で
、
利

用
し
な
い
人
を
呼
び
込
む
こ
と
も
必
要
で
は
。

前
田
善
一
さ
ん

（
四
十
六
歳
・
泉
町
）

　

自
家
用
車
で
福
井

市
内
へ
通
勤
し
て
い

ま
す
が
、
時
々
大
野

線
の
バ
ス
を
利
用
し

ま
す
。
旅
行
を
す
る
と
き
は
、
J
R
を
フ
ル
に

利
用
し
ま
す
。
車
の
利
用
者
が
多
い
現
状
を
見

る
と
、
公
共
交
通
機
関
が
な
く
な
っ
て
も
仕
方

が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
本
当
に
残
し
て
い

く
に
は
、
み
ん
な
が
乗
ら
な
い
と
だ
め
だ
と
思

い
ま
す
。
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i

　

道
路
網
の
整
備
と
自
家
用
車
の
普
及
で
、

特
に
地
方
都
市
で
は
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
当
市
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車
の
運
転
が
で
き
な
い

・
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち
に
と
っ
て
公
共
交
通

機
関
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
交

通
手
段
で
す
。
将
来
の
こ
と
を
考
え
、
み
ん

な
で
利
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。



情
報
公
開
施
行
か
ら
1
年

実
施
状
況

j
t
丸
弓
せ
し
L
に
し

　

大
野
市
情
報
公
開
条
例
に
基
づ

い
て
、
平
成
十
年
度
中
に
公
文
書

の
公
開
請
求
な
ど
が
あ
っ
た
も
の

に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
平
成
十
年
四
月
一

日
以
降
に
市
が
作
成
や
取
得
し
た

文
書
に
つ
い
て
、
公
開
請
求
で
き

る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
前
の
文
書
に
つ
い
て
は
、

市
が
努
め
て
同
じ
よ
う
に
取
り
扱

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
集
計

で
は
、
前
者
を
公
開
請
求
、
後
者

を
公
開
申
出
と
区
別
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
表
の
と
お
り
で
す
。

総
数
十
六
件
の
う
ち
、
公
開
は
十

三
件
、
そ
の
う
ち
三
件
は
一
部
公

開
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
個
人
名
が

記
載
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
、
公

開
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

非
公
開
と
な
っ
た
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
他
で
取
り

下
げ
が
二
件
、
未
決
定
か
一
件
あ

り
ま
す
。
未
決
定
は
、
請
求
が
今

年
三
月
下
旬
に
あ
っ
た
分
で
、
年

度
内
に
処
理
で
き
な
か
っ
た
も
の

で
す
。
こ
の
分
に
つ
い
て
は
、
四

月
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

部
局
別
で
は
、
市
長
部
局
関
係

が
十
件
、
教
育
委
員
会

関
係
が
四
件
、
議
会
関

係
が
二
件
で
し
た
。

　

分
野
別
で
は
、
最
も

多
か
っ
た
も
の
が
介
護

保
険
や
高
齢
者
・
障
害

者
な
ど
福
祉
関
係
で
六

件
、
次
い
で
学
校
の
い

じ
め
問
題
や
ふ
れ
あ
い

会
館
建
設
費
補
助
な
ど

の
教
育
関
係
が
四
件
で

し
た
。

　

情
報
公
開
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
や
ご
相

談
は
、
市
役
所
行
政
資

料
室
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2

4
0
）
へ
ど
う
ぞ
。

　

行
政
資
料
室
は
、
情
報
公
開
の

窓
口
を
担
当
す
る
ほ
か
、
市
が
こ

れ
ま
で
に
作
成
し
た
各
種
行
政
資

料
な
ど
の
印
刷
物
や
国
・
県
な
ど

か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
を
収
集
し

て
、
市
民
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
と
同
じ
様
に
、
本
棚
か
ら

自
由
に
取
り
出
し
て
閲
覧
で
き
ま

す
。
必
要
な
部
分
は
、
実
費
（
A

3
判
ま
で
一
枚
二
十
円
）
で
コ
ピ

ー
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
無
料

で
配
布
で
き
る
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
案
内
な
ど

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
閲
覧
で
き
る
資
料
は
、

各
種
統
計
や
法
令
、
議
会
議
事
録
、

計
画
書
、
報
告
書
、
広
報
紙
な
ど

約
三
千
二
百
点
で
す
。
皆
さ
ん
の

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

平成10年度情報公開実施状況（q！位件）

区分 受理件数
決定件数

その他 不服申立
公開 非公開

公開

請求
4 2 －

取ドげ1

未決定1
－

公開

申出
12 11（3） － 取ドげ1 －

計 16 13（3） － 3 －

（）内は一部公開のうち数

l市民路2レーフiに吻丿百情報公開体験ツア゛

　

応援します
高齢者の外出

電動車いす
歩行器 購入費を一部補助

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
行
動
範
囲

を
広
げ
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
も
ら
う

「
高
齢
者
外
出
促
進
支
援
事
業
」

が
、
五
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
が

外
出
す
る
と
き
に
利
用
す
る
歩
行

補
助
用
具
の
購
入
費
の
一
部
を
助

成
す
る
も
の
で
す
。
事
業
の
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
対
象
に
な
る
の

　

六
十
五
歳
以
上
の
市
民
で
す
。

ど
ん
な
も
の
が
対
象
な
の

　

外
出
用
の
電
動
車
い
す
と
歩
行

器
（
手
押
し
車
）
で
す
。

ど
の
く
ら
い
助
成
さ
れ
る
の

　

電
動
車
い
す
の
場
合
、
購
入
費

の
三
分
の
一
で
、
最
高
鎖
が
十
万

円
で
す
。
歩
行
器
の
場
合
は
、
購

入
費
の
三
分
の
二
で
、
最
高
額
が

一
万
円
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
な
の

　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
室
に
備
え

て
あ
る
申
請
書
に
身
分
証
明
書
の

写
し
、
見
積
書
の
写
し
、
カ
タ
ロ

グ
な
ど
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

い
つ
手
続
き
す
れ
ば
い
い
の

　

対
象
と
な
る
歩
行
補
助
用
具
を

購
入
す
る
前
に
、
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
で
手
続
き
を
す
る
の

問
い
合
わ
せ
先
は

　

市
役
所
高
齢
者
福
祉
室
（
豊

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
7
6
）
で

す
。

回動範囲巡広司誰爾靫図



回
1
考
回
痩

大
野
市
健
康
保
養
施
設

　

市
で
は
、
南
新
在
家
地
係
に
昨

年
十
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
る

　

「
健
康
保
養
施
設
」
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

　

施
設
は
、
温
水
プ
ー
ル
と
温
浴

施
設
を
中
心
に
、
休
憩
室
な
ど
が

備
え
ら
れ
、
平
成
十
こ
年
三
月
完

成
、
四
月
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
の
テ
ー
マ
は
「
水
」

で
、
「
水
を
親
し
む
文
化
の
拠
点
」

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
の
愛
称
を
市

民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
市
に

関
心
を
お
持
ち
の
市
外
の
人
か
ら

も
広
く
募
集
し
ま
す
。

応
募
規
定
応
募
用
紙
は
、
官
製

　

は
が
き
か
B
5
判
白
紙
用
紙
▼

　

自
作
で
未
発
表
の
も
の
▼
応
募

　

用
紙
一
枚
に
つ
き
一
点
と
し
、

　

何
点
で
も
応
募
可
能

応
募
方
法
応
募
用
紙
に
、
作
品

　

の
簡
単
な
説
明
、
住
所
、
氏
名
、

　

年
齢
、
職
業
（
学
校
名
、
学
年
）
、

　

電
話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
か

　

持
参

締
め
切
り
7
月
3
0
日
②
午
後
5

　

時
（
当
日
の
消
印
有
効
）

審
査
大
野
市
健
康
保
養
施
設
愛

　

称
作
品
審
査
会
を
設
け
て
審
査

　

▼
結
果
は
8
月
下
句
に
入
賞
者

　

に
通
知

表
彰
最
優
秀
賞
＝
1
点
（
表
彰

　

状
と
賞
金
5
万
円
）
・
優
秀
賞

　

＝
3
点
（
表
彰
状
と
賞
金
1
万

　

円
）
、
同
名
愛
称
多
数
の
場
合

　

は
抽
選

入
選
作
品
入
選
作
品
の
著
作
権

　

は
、
市
に
帰
属
し
ま
す

そ
の
他
愛
称
の
決
定
に
あ
た
っ

　

て
は
、
多
少
修
正
や
補
作
す
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
応
募
後
の

　

作
品
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
▼
応

　

募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
〒

　

9
1
2
－
0
0
6
1
福
井
県

　

大
野
市
篠
座
1
1
7
－
6
－
1

　

大
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
容
0

　

7
7
八
‥
ぴ
・
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

1
7
1
）

エキサイティング

スポーツ

情X報

プ
ー
ル
開
き
と

　
　

水
泳
教
室
の
開
催

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

【
プ
ー
ル
の
利
用
期
間
】

　

6
月
1
日
吉
～
9
月
3
0
日
④

【
初
級
水
泳
教
室
一

　

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生

　

日
時
7
月
4
日
～
9
月
5
日

　
　

の
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
3
0

　
　

分
～
H
時
3
0
分

　

定
員
3
0
人

　

保
険
料
4
5
0
円

【
親
子
水
泳
教
室
】

　

対
象
5
歳
以
上
の
子
供
と
保

　
　

護
者

　

日
時
初
級
教
室
と
同
じ

　

定
員
2
0
組

　

保
険
料
9
0
0
円

【
中
級
水
泳
教
室
】

　

対
象
多
少
泳
げ
る
小
中
学
生

　

日
時
7
月
7
日
～
8
月
2
5
日

　
　

の
毎
週
水
曜
日
と
9
月
5
日

　
　

⑥
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

　

定
員
3
0
人

　

保
険
料
4
5
0
円

申
込
期
限
6
月
2
9
日
魯

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4

　

・
1
3
1
1
）

夏
の
荒
島
岳
登
山

阪
谷
地
区
体
育
協
会

日
時
7
月
H
日
⑨
午
前
7
時
～

集
合
場
所
カ
ド
ハ
ラ
ス
キ
ー
場

　

駐
車
場

対
象
市
民
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

定
員
5
0
人

参
加
料
5
0
0
円

申
込
期
限
7
月
1
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
阪

　

谷
公
民
館
（
酋
6
7
・
1
1
1
1
）

市
総
体
夏
季
大
会
開
催

大
野
市
体
育
協
会

　

第
幻
一
回
市
民
総
合
体
育
大
会
夏

季
大
会
が
6
月
9
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
代
表
選
手
に
力
強
い
声
援

を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

「
ゴ
ル
フ
」
6
月
9
日
⑥
午
前
8

時
・
フ
ク
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】
6
月
1
3
日

⑧
午
前
9
時
・
小
山
小
学
校
【
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
】
6
月
1
3
日
⑧
午
前

8
時
3
0
分
・
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
6
月
1
3
日
⑨

午
前
8
時
3
0
分
・
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
【
卓
球
】
6
月
1
3
日
⑥
午
前
8

時
3
0
分
・
開
成
中
学
校
【
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
】
6
月
1
3
日
⑧
午
前
8
時

3
0
分
・
有
終
西
小
学
校
【
相
撲
】

6
月
1
3
日
⑧
午
前
9
時
・
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
「
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
」

6
月
1
3
日
⑧
午
前
9
時
・
有
終
南

小
学
校
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
6
月

1
3
日
⑧
午
前
8
時
・
市
営
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
【
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
一

6
月
1
3
日
⑨
午
前
1
0
時
・
真
名
川

憩
い
の
島
【
陸
上
】
6
月
2
0
日
⑥

午
前
9
時
・
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

「
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

N
O
S
A
‐
奥
越

日
時
8
月
1
日
⑧
午
前
9
時
3
0

　

分
～

場
所
勝
山
市
北
陸
製
薬
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

参
加
資
格
高
校
生
を
除
く
1
8
歳

　

以
上
、
I
チ
ー
ム
女
子
2
人
以

　

上
を
含
む
5
人
以
上
で

参
加
費
I
チ
ー
ム
2
0
0
0
円

申
込
期
限
7
月
1
6
日
図

申
し
込
み
方
法
チ
ー
ム
名
、
代

　

表
者
の
住
所
と
全
員
の
氏
名
・

　

年
齢
・
性
別
を
明
記
し
送
付

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
N

　

O
S
A
I
奥
越
（
〒
9
1
1
－

　

0
8
1
1
勝
山
市
片
瀬
町
1
－

　

4
0
2
8
8
・
2
7
0
0
フ
ァ

　

ク
ス
8
8
・
2
1
5
8
）
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食生活指針

み
ん
な
で
取
り
組
も
う

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

　

大
野
市
や
和
泉
村
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
食
生
活
の
問
題

点
を
改
善
し
、
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
ろ
う
と
今

年
三
月
、
「
大
野
・
和
泉
食
生
活
指
針
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
指
針
は
、
奥
越
保
健
所
大
野
保
健
部
が
中
心

と
な
り
、
当
市
や
和
泉
村
、
関
係
機
関
・
団
体
の
栄
養
士

ら
で
検
討
を
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

増
え
て
い
る
生
活
習
慣
病

　

近
年
、
高
齢
化
社
会
の
進
行
に

と
も
な
い
、
ガ
ン
・
心
臓
病
・
高

血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣

病
が
増
え
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
は
、
長
年
に
わ
た
る
生
活
、
特

に
食
生
活
の
あ
り
方
が
大
き
く
影

響
し
て
い
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

慢
性
的
な
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
が
、

心
身
の
健
康
を
損
ね
る
原
因
と
な

る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

奥
越
の
人
た
ち
の
問
題
点

　

奥
越
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
食
生

活
の
問
題
点
に
は
、

幼
児
期
虫
歯
、
偏
食
、
少
食

学
童
・
思
春
期
虫
歯
、
栄
養
の

　

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
朝
食
の
欠
食

成
人
・
高
齢
期
塩
分
の
取
り
過

　

ぎ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

五
項
目
の
指
針
を
策
定

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

大
野
市
・
和
泉
村
の
人
た
ち
の
食

生
活
を
改
善
し
、
か
ら
だ
と
こ
こ

ろ
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
特
に

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
五
項
目

に
ま
と
め
た
指
針
が
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
考
え

方
な
ど
は
、
「
ち
ょ
っ
と
気
に
な

る
栄
養
の
話
」
で
順
次
に
取
り
上

げ
て
い
き
ま
す
。

ちょつと気になる栄養の話

1。いろいろ食べて、腹八分目

　

今月は、1日30食品の数え方に注目！数

え方のポイントは次のとおりです。

＊お米のように1日に何回も食べるものは

　

1つに数える

＊魚や肉は種類が違えば別に数える

＊外食したり、調理済みの食品を食べた場

　

合は、わかる範囲で使われている素材

　

の食品を数える

＊砂糖、みそ、油、マヨネーズ、ケチャッ

　

プ、ドレッシングなどの調味料、片栗粉

　

などの粉類は数える

＊塩、酢、しょうゆ、みりん、だしなどは

　

数えない

　

「1日に30食品は大変…」と思われるかも

しれませんが、まずは、1食に10食品以上

を目標にしては。カレンダーなどに書き込

み、栄養バランスを考えてみましょう。

からだとこころの健康づくり

大野・和泉食生活指針

1。いろいろ食べて、腹八分目

一主食、主菜、副菜をそろえ、目標は1日30食品一

一栄養バランスを考えて、好きなものでも食べ過ぎないー

2。日常生活は、栄養、運動、休養のバランスで

一栄養、休養とのバランスを考え、運動を一

一奥越の自然と親しみ、心身ともにリフレッシュー

3。食生活習慣、もう1度チェックして

ーきちんと食べよう、朝ごはん一

一外食は、品数の多い定食をー

4。増やそうCa（カルシウム）、減らそうNa（ナトリウム）

一カルシウムに富む牛乳、小魚、海藻で骨粗しょう症予防－

一食塩摂取量を1日1g減らし、高血圧と胃がん予防－

5。子供たちに伝えよう、家庭の味、ふるさとの料理

一家庭の味、便利さに頼り過ぎないようにー

一時には、食事づくりから食卓まで、家族団楽の場にー

剰



暮
ら
し
の

ア
畔
月
守
ス

⑩言じ⑩言畦隠言説言

～発生予防が大切～

　

も
う
す
ぐ
梅
雨
。
梅
雨
の
季
節
に
入
る
と
、
じ
め
じ
め

と
し
た
湿
つ
ぼ
い
日
が
続
き
、
カ
ビ
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
住
ま
い
に
カ
ビ
が
発
生
す
る
と
、
大
切
な
家
具

や
衣
類
、
布
団
な
ど
を
台
無
し
に
す
る
ぼ
か
り
で
な
く
、

ア
レ
ル
ギ
ー
や
肺
炎
な
ど
、
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
カ
ビ
の
発
生
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

基
本
は
乾
燥
と
清
掃

　

発
生
し
た
カ
ビ
を
取
り
除
く
の

は
大
変
な
こ
と
で
す
。
カ
ビ
が
原

因
で
部
屋
の
壁
や
衣
類
が
汚
れ
て

し
ま
い
、
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

大
変
苦
労
を
し
た
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
カ
ビ
は
発
生
前
の
予
防

が
重
要
で
す
。
ま
ず
、
予
防
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

予
防
の
基
本
は
、
乾
燥
と
清
掃

で
す
。
天
気
の
良
い
日
に
は
家
に

風
を
通
し
、
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
雨
の
日
が
続
く
場
合
は
、

除
湿
器
や
エ
ア
コ
ン
の
ド
ラ
イ
運

転
が
利
用
で
き
る
と
理
想
的
で
す
。

カ
ビ
の
発
生
し
や
す
い
汚
れ
を
、

小
ま
め
に
清
掃
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。

住
ま
い
の
危
険
個
所

　

カ
ビ
の
発
生
場
所
は
、
日
常
手

の
届
か
な
い
湿
気
の
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
特
に
浴
室
や
押
し
入
れ
、

エ
ア
コ
ン
室
内
機
の
内
部
な
ど
は

気
を
付
け
た
い
個
所
で
す
。

浴
室
は
使
用
後
の
換
気

　

浴
室
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
で

カ
ビ
が
発
生
し
て
い
る
場
所
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
タ
イ
ル
の
目

地
や
天
井
、
窓
枠
な
ど
が
、
カ
ビ

の
発
生
し
や
す
い
部
分
で
す
。
使

用
後
は
換
気
に
気
を
付
け
、
乾
燥

を
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
カ
ビ
の

発
生
に
気
付
い
た
ら
早
め
に
取
り

除
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
せ
っ
け

ん
の
受
け
皿
な
ど
に
残
つ
て
い
る

せ
っ
け
ん
か
す
は
、
カ
ビ
の
温
床

と
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
清
掃
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

押
し
入
れ
は
I
度
点
検

　

押
し
入
れ
は
、
一
年
中
湿
度
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
知
ら
な
い

う
ち
に
、
大
事
な
布
団
や
衣
類
を

台
無
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
普
段
は
、
布
団
や
衣
類

を
し
ま
い
込
ん
だ
ま
ま
に
な
っ
て

い
る
押
し
入
れ
を
、
こ
の
時
期
一

度
点
検
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
よ

う
。
晴
れ
た
日
中
に
押
し
入
れ
の

戸
を
開
け
、
乾
燥
し
た
空
気
が
入

る
よ
う
に
す
る
と
、
カ
ビ
の
発
生

予
防
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

エ
ア
コ
ン
は
試
運
転

　

こ
の
時
期
、
エ
ア
コ
ン
の
試
運

転
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
で
も

す
ぐ
に
電
源
は
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
長
い
間
使
用
し
な
か
っ
た

エ
ア
コ
ン
の
内
部
は
、
カ
ビ
が
繁

殖
し
て
い
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
、
そ
の
ま
ま
使
用
す
る

と
、
カ
ビ
を
部
屋
中
に
ま
き
散
ら

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

電
源
を
入
れ
る
前
に
、
ま
ず
フ
ィ

ル
タ
ー
や
内
部
の
清
掃
を
し
て
く

だ
ざ
い
。
運
転
開
始
か
ら
十
分
程

度
は
、
窓
を
開
け
て
換
気
を
し
ま

し
よ
’
つ
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（IJ。；）



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ぺ
i

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

五穀豊じょうを祈って

　

（篠座神社の里神楽）

＜るぺS9登場

　　　

LCC

（レザークラフトクラブ）

手
作
り
の
魅
力
は
い
か
が
で
し
ょ
う

　

土
曜
日
の
午
後
「
青
年
の
家
」

の
一
室
で
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
と

一
緒
に
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
い
う
軽

快
な
音
。
中
を
の
ぞ
く
と
革
に
模

様
を
つ
け
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

こ
の
人
た
ち
は
、
L
C
C
（
レ

ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ
）
の
皆
さ

ん
で
す
。
平
成
六
年
に
青
年
の
家

主
催
で
行
わ
れ
た
革
細
工
の
教
室

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
成
七
年

か
ら
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
で
五
年
目
、
会
員
は
二
十
五
人

で
す
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、
ベ
ル
ト
や

財
布
、
バ
ッ
ク
な
ど
を
作
る
革
細

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
白
い
な
め

し
革
に
模
様
を
つ
け
、
色
を
付
け

て
作
品
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

「
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
く
中

で
、
一
番
楽
し
い
の
が
色
を
つ
け

て
い
く
と
き
で
す
ね
。
自
分
の
思

っ
た
と
お
り
の
色
に
な
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
思
わ
ぬ
色
に
な
っ
て
し

ま
い
重
ね
塗
り
を
繰
り
返
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
か
え
っ
て

味
わ
い
が
出
て
良
い
結
果
と
な
る

こ
と
も
。
革
細
工
に
は
失
敗
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
ね
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。

　

「
昔
は
、
自
分
の
ほ
し
い

道
具
は
自
分
で
作
っ
て
い

ま
し
た
。
今
は
、
お
金
を

出
せ
ば
な
ん
で
も
手
に
入

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
よ

ね
。
物
が
あ
ふ
れ
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
既
製
品

に
は
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

物
が
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
会
員
の
中
に

は
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

た
め
に
作
る
人
も
い
ま
す
。

出
来
合
い
の
物
を
送
る
よ

り
も
喜
ば
れ
、
中
に
は
作

品
の
ほ
と
ん
ど
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
て
し
ま
う
人
も
い

ま
す
」
講
師
の
橋
本
信
子
さ
ん
の

言
葉
に
会
員
の
人
た
ち
は
う
な
ず

い
て
い
ま
し
た
。

　

中
に
は
始
め
た
ば
か
り
の
人
も

い
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
の
道
具
を
使

う
の
で
す
ぐ
に
参
加
出
来
る
そ
う

で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
代
表
の

竹
沢
喜
代
子
さ
ん
（
豊
6
6
．
1
1

0
7
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

フックトーク

たいt

『
ね
む
り
ひ
め
』

　
　

『
い
ば
ら
ひ
め
』

　
　

「
眠
り
」
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
る
お
話
で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
知
ら
れ
て
い
る
、
と
い
え
ば
何

を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

今
回
は
『
ね
む
り
ひ
め
』
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
七
月
に
出

版
さ
れ
た
、
『
本
当
は
恐
ろ
し
い

グ
リ
ム
童
話
』
桐
生
操

・
著
（
K
K
ペ
ス
ト
セ

ラ
ー
ズ
）
は
も
の
す
ご

く
流
行
し
ま
し
た
。
図

書
館
で
も
、
ま
だ
た
く

さ
ん
の
人
が
予
約
を
待

っ
て
い
る
状
態
で
、
読

ん
だ
人
の
感
想
も
「
イ

メ
ー
ジ
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

状
勢
が
様
々
な
角
度
か

ら
見
え
て
面
白
い
」
な

ど
と
様
々
で
す
。

　

さ
て
、
『
ね
む
り
ひ

め
』
で
す
が
『
い
ば
ら
ひ
め
』
『
ね

む
れ
る
森
の
美
女
』
と
タ
イ
ト
ル

も
違
え
ば
、
原
作
者
、
翻
訳
者
に

よ
っ
て
、
細
か
な
個
所
が
ち
が
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど
も
の

で
き
な
い
お
き
さ
き
さ
ま
に
お
告

げ
を
す
る
の
が
、
カ
エ
ル
、
ざ
り

が
に
な
ど
の
水
辺
の
生
き
物
で
す

が
、
お
告
げ
の
な
い
も
の
で
も
、

水
に
関
係
の
あ
る
表
現
が
多
い
で

す
。
お
祝
い
の
宴
に
呼
ば
れ
る
の

も
妖
精
、
占
い
師
な
ど
色
々
で
、

人
数
も
十
二
人
、
七
人
、
三
人
と

わ
か
れ
て
い
ま
す
。

　

『
ね
む
り
ひ
め
』
を
子
ど
も
の

童
話
と
い
わ
な
い
で
、
読
み
比
べ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
興
味
が
湧
い

た
ら
初
版
本
に
も
手
を
伸
ば
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
酋

　

6
5
・
5
5
0
0
）

童話の本いろいろ
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日
記
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

私
は
今
年
で
九
十
二
歳
に
な
り

ま
す
。
大
病
を
患
っ
て
か
ら
体
調

が
思
わ
し
く
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
今
体
調
も
よ
く
、

皆
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ひ
と
こ
と
書
い
て

み
ま
し
た
。

　

私
は
、
大
正
の
終
わ
り
こ
ろ
か

ら
日
記
を
書
き
は
じ
め
ま
し
た
。

戦
時
中
十
年
余
り
書
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
後
昭
和
二
十
二
年

か
ら
今
日
ま
で
約
五
十
年
間
、
日

記
を
書
き
続
け
て
い
ま
す
。
今
に

な
っ
て
思
え
ば
戦
争
の
あ
っ
た
十

数
年
の
日
記
を
続
け
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
と
て
も
惜
し
く
残
念
に

思
い
ま
す
。

　

気
分
が
向
い
た
と
き
に
、
こ
れ

ま
で
に
書
き
た
め
て
き
た
日
記
を

引
っ
張
り
出
し
読
み
返
し
て
い
ま

す
。
昔
の
出
来
事
を
思
い
出
し
た

り
、
子
供
や
孫
の
成
長
を
た
ど
る

な
ど
、
懐
か
し
い
記
録
で
と
て
も

楽
し
い
も
の
で
す
。
先
日
も
昭
和

三
十
年
に
行
っ
た
研
修
旅
行
の
日

記
を
読
み
返
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
日
の
日
記
は
紙
を
継
ぎ
足
し
て
、

自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
詳
し
く
書
き

残
し
て
あ
り
ま
し
た
。
お
か
げ
て

そ
の
と
き
の
こ
と
を
細
か
く
思
い

出
す
こ
と
が
で
き
、
懐
か
し
い
旅

の
記
録
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ほ
か
の
旅
行
で
は
こ
れ
ほ
ど
詳

し
く
書
い
て
な
く
、
こ
の
日
記
を

読
む
た
び
に
、
な
ぜ
紙
を
継
ぎ
足

し
て
詳
し
く
書
い
て
お
か
な
か
っ

た
の
か
と
、
残
念
に
思
わ
れ
ま
す
。

日
記
帳
を
持
っ
て
行
け
な
く
て
も
、

旅
行
の
間
に
メ
モ
を
と
っ
て
お
け

ば
、
後
日
に
で
も
日
記
を
詳
し
く

書
け
た
の
で
は
と
、
今
思
う
と
悔

や
ま
れ
ま
す
。

　

日
記
は
メ
モ
を
残
し
て
お
く
だ

ヅ匹
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県文協の地域文化功労賞を受賞

中川愛子ごん（81歳・中野）

　

能
楽
は
観
阿
弥
、
世
阿
弥
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
た
世
界
最
古
の
舞

台
芸
術
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中

川
さ
ん
は
、
自
ら
能
楽
を
楽
し

む
ば
か
り
で
な
く
、
普
及
・
発

展
の
活
動
を
長
年
続
け
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対
し
、

昨
年
十
二
月
、
県
文
化
協
議
会

の
平
成
十
年
度
地
域
文
化
功
労

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

「
父
が
能
楽
を
や
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

能
楽
に
は
慣
れ
親
し
ん
で
い
ま

し
た
。
物
心
が
つ
く
こ
ろ
に
、

ま
ま
ご
と
で
よ
く
謡
っ
て
い
た

と
父
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
本
格
的
に
能
楽
を
始
め

た
の
は
昭
和
二
十
四
年
か
ら
で

す
。
昭
和
五
十
一
年
に
人
か
ら

た
の
ま
れ
、
教
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
人
に
教
え
る
に
は
、

自
分
が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は

と
、
さ
ら
に
勉
強
を
続
け
ま
し

た
。
私
は
今
で
も
先
生
に
つ
い
て

習
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
能
楽
の
謡

本
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

「
能
楽
の
世
界
は
と
て
も
奥
が

深
い
も
の
で
す
。
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
、
面
白
く
な
り
ま
す
ね
。
謡
の

内
容
を
自
分
な
り
に
理
解
す
る
こ

と
で
舞
台
に
立
っ
て
も
よ
り
深
く

表
現
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
も
少
し
で
も
練
習
し
な
い
と
う

ま
く
舞
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
人
前
で
舞
う
と
き
は
、
お
さ

ら
い
の
意
味
で
も
先
生
に
一
度
見

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

謡
い
方
な
ど
は
時
代
に
合
わ
せ
変

わ
っ
て
き
ま
す
。
生
涯
能
楽
を
続

け
る
た
め
に
も
、
絶
え
ず
向
上
心

を
持
ち
な
が
ら
学
ん
で
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。
」
目
を
輝

や
か
せ
る
中
川
さ
ん
で
し
た
。

け
て
、
毎
日
書
け
な
く
て
も
後
か

ら
思
い
出
し
な
が
ら
書
け
る
も
の

で
す
。
最
低
の
要
件
だ
け
で
も
書

く
よ
う
に
し
て
い
け
ば
、
ず
っ
と

続
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
記
帳
を
三
年
分
書
け
る

も
の
に
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

日
記
は
書
き
続
け
て
い
れ
ば
、
後

で
必
ず
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残

る
と
思
い
ま
す
。
私
の
日
記
帳
も

昭
和
三
十
二
年
か
ら
三
年
分
を
書

け
る
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
今
で

は
十
五
冊
目
に
な
り
ま
す
。
皆
さ

ん
も
日
記
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　

（
春
日
二
丁
目
鳥
山
菊
四
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
面
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

事業所・企業統計調査／商業統計調査

7月1日同時実施

　

全国一斉に7月1日現在で平成11年の事業所・企業統計調査と商業統計調査が行われます。

　

事業所・企業統計調査は全国の民営事業所を調査し、商業統計調査は、全国の卸・小売業事業所を

もれなく把握する調杏で、国の最も基本的な統計調査の一つです。

　

今回は調査内容の簡素化が図られ、調査票は一枚、申告も一回で調査できるようになりました。回

収された調査票は、法律により厳重に保管されるとともに統計的に処理され、記入した企業に不利益

になることはありません。

　

調杏日が調杏票の配布・回収にお伺いしますので、協力をお願いします。

間い合わせ失市役所総務課情報管理係（066・1111内線437）



5月8日、宝慶寺いこいの森キャンプ場で、在宅障

害者ふれあい広場が開催されました。市内の在宅障

害者や家族、ボランティアを合わせ総勢100人が参

加して新緑のなか、楽しい一一日を過ごしました。

いこいの森で＆れあい広場

中部縦貫自動車道油坂峠道路開通

4月26日に、中部縦貫自動車道油坂峠道路の一一部、

油坂峠料金所（和泉村）一白鳥西インター

（岐阜県白鳥町）が完成し、式典が行

われました。この道路は、福井県の

束の玄関口として期待がかけら

れています。

ゴールデンウイーク最終日の5月5日、

越前大野平成塾三期生が銀杏峰の

　

アピールとして山開きを行いま

した。当日は約70人が参加。

ササユリを植えるなど、ボ

ランティア活動をしながら

山を登りました。

平成塾三期生の

銀杏峰山開き

5月I1日、（株）平成大野屋の設立説明

会が行われ、参加した約60人は熱心に耳

を傾けていました。

（旅）平成大野屋設立へ

お茶を一服

5月3日、市の観光スポット武家屋敷旧内山家で、

抹茶が振る舞われました。訪れた人たちは抹茶の

風味を味わいながら、ゆったりくつろいでいまし

た。抹茶サービスは、4月から10月までの土、日、

祝日の午後1時から3時まで一席300円で行われ

ています。

箱詰回也酒秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話循回也場
タ・Zン’に

………………………向けて

観光シーズンを迎

え、市内各地で受

け入れの準備が行

われました。

遊歩道のさく起こし

4月14日、

「仏御前の滝」

　

と「魚止」の遊歩道が整

　

備されました。

コイの引つ越し

4月15日、

市内の養魚場

で越冬していた

　　

約80匹のニシキゴイが

新堀川に放流されました。

いろりに火入れ

　

4月29日、「旧橋

　

本家住宅」のいろ

　

りに火が入り、最

初の観光客が訪れま

した。十月末までの日曜

と祝日に一般公開されます。

登山の9全に

4月23日、荒島岳や経ケ岳の登

山安全ボックスの点検が行われ

ました。

哨火詮の化粧直し

4月25日、大野勝山塗装工業協同組合の社会貢献の一環として、

上水道の消火栓の塗り替えが行われました。ボランティアとし

て約25人が参加、消火栓209基がきれいに化粧直しされました。

5月8日、9日「七間朝市・山菜フードピア」が開催

され、たくさんの行楽客でにぎわいました。今年は、

越前町から「さかな市」も出展されいきのいい海の幸

も販売されました。

佃の味わい

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

6月

恐竜エキスポふくい2000

平成12年7月20日～9月17日

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　

県
政
広
聴
員
制
度

県
県
民
相
談
室

　

県
で
は
、
小
学
校
単
位
で
左
の

表
の
と
お
り
県
政
広
聴
員
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
身
近
な
意
見
・
提

案
な
ど
な
ん
で
も
近
く
の
広
聴
員

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

平成11年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終西 新田恵子 錦町3－15 66・2631

有終南 石田正和 日吉町7－19 66・2311

有終南 山下美幸 春日3－2－30 66・6069

小山 奥島良蔵 南春日野30－13－1 65・4245

乾側 伊藤和孝 牛ヶ原30－17 66・5998

下庄 堂東昭子 中野46－41 66・3710

下庄 土田卓巳 陽明町1－705－2 66・4749

陥・六頌多田正子 伏石16－6 67・1491

富田 尾崎真紀子 上野69－12 66・4189

蕨生 帰山夏宵 下唯野24－10－3 65・0310

森目 松田猛夫 新河原4－52 65・1003

上庄 金森睦麿 友兼5－2 64・1637

有終束 山口浩児 有明町19－5 65・7719

問
い
合
わ
せ
先
県
広
報
課
県
民

　

相
談
室
（
a
0
7
7
6
・
2
1

　

・
1
1
1
1
内
線
9
J
O
O
O
C
O
・

　

2
0
8
3
）

粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　
　
　

特
別
受
け
付
け

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
6
月
6
日
⑧
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時

対
象
物
自
転
車
、
家
電
製
品
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
粗

　

大
ご
み
は
縦
8
0
ザ
、
横
8
0
竺
程

　

度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・

　

6
1
2
0
）

退
職
後
は
国
民
年
金
へ

市
役
所
市
民
課

　

2
0
歳
か
ら
5
9
歳
の
人
が
会
社
を

退
職
し
た
場
合
、
退
職
日
の
翌
日

が
厚
生
年
金
の
資
格
喪
失
日
と
な

り
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
6
月
2
0
日
が
退
職
日
な

ら
6
月
2
1
日
が
資
格
喪
失
日
と
な

り
ま
す
。
6
月
の
厚
生
年
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
が
、
6
月
か
ら
は
国

民
年
金
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
納
め
る
の
が
困
難

な
場
合
は
、
免
除
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、

市
役
所
で
で
き
ま
す
。
「
す
ぐ
に

就
職
す
る
か
ら
」
な
ど
と
放
っ
て

お
く
と
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
手
続
き
を
し
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　

来
年
卒
業
の
高
校
生
の
保
護
者

や
大
学
・
専
修
学
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
て
、
企
業
の
説
明
会
・
面

接
会
を
開
き
ま
す
。
現
在
職
を
探

し
て
い
る
人
も
ど
う
ぞ
。
説
明
会

へ
の
参
加
企
業
も
募
集
し
ま
す
。

日
時
7
月
4
日
⑥
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

場
所
J
A
テ
ラ
ル
越
前
本
所
エ

　

ク
セ
レ
ン
ト
ホ
ー
ル

企
業
参
加
の
締
め
切
り
6
月
H

　

日
吟

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）

交通
安全

剱
r

自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方

　
　
　
　
　

（
子
ど
も
編
）

　

自
転
車
に
乗
る
様
子
を
少
し

見
た
だ
け
で
、
「
自
分
の
子
ど

も
は
自
転
車
に
う
ま
く
乗
れ

る
」
と
思
つ
て
い
ま
せ
ん
か
。

実
際
に
自
分
の
予
ど
も
が
ど
の

程
度
安
全
に
走
行
出
来
る
の
か
、

公
園
で
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
乗
車
と
発
進

・
サ
ド
ル
に
座
り
両
足
の
つ
ま

　

先
が
つ
き
ま
す
か

・
手
助
け
な
し
で
も
ふ
ら
つ
か

　

ず
発
進
で
き
ま
す
か

②
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
止
ま
る

・
十
分
な
力
で
ブ
レ
ー
キ
を
か

　

け
ら
れ
ま
す
か

・
乗
っ
て
い
て
、
突
然
前
に
何

　

か
が
飛
び
出
し
て
き
た
と
き

　

す
ぐ
に
止
ま
れ
ま
す
か

③
道
路
に
出
る
場
合

・
「
一
時
停
止
」
の
標
識
が
あ

　

る
場
所
で
は
、
止
ま
っ
て
安

　

全
確
認
し
て
い
ま
す
か

・
車
道
に
入
る
前
に
前
後
左
右

　

を
確
か
め
て
い
ま
す
か

・
自
転
車
を
押
し
て
道
路
を
横

　

断
す
る
と
き
に
、
周
り
の
状

　

況
を
よ
く
見
て
い
ま
す
か

　

子
ど
も
と
一
緒
に
、
家
の
出

入
り
口
や
駐
車
場
な
ど
の
危
険

な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
注
意

を
促
し
ま
し
よ
う
。



・INFORMATION

・
浴
衣
着
付
け
教
室

・
受
講
生
募
集

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　

今
年
は
、
自
分
一
人
で
着
付
け

た
浴
衣
姿
で
、
夏
祭
り
に
で
も
出

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
7
月
7
日
④
か
ら
の
毎
週

　

水
曜
日
午
後
7
時
～
9
時
（
計

　

4
回
）

講
師
斉
藤
ふ
じ
子
さ
ん

受
講
料
5
0
0
円

定
員
1
5
人

準
備
物
裾
除
け
、
肌
儒
件
、
仮

　

ひ
も
（
4
本
）
、
伊
達
じ
め
帯

　

板
、
半
幅
帯
、
浴
衣
、
タ
オ
ル

　

（
2
枚
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
市
勤

　

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
酋
6
5
・
7

　

2
2
1
）

初
級
中
国
語
講
座

　
　
　
　
　

生
徒
募
集

大
野
市
日
中
友
好
協
会

日
時
7
月
7
日
承
～
9
月
8
日

　

④
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7

　

時
～
9
時
（
計
1
0
回
）

場
所
有
終
会
館

講
師
長
谷
川
統
一
さ
ん

　
　
　

中
国
人
実
習
生

受
講
料
3
0
0
0
円

定
員
2
0
名

締
め
切
り
7
月
2
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

日
中
友
好
協
会
事
務
局
（
豊
6
5

　

・
6
8
4
5
）

絵
画
展
を
開
催

ぱ
れ
っ
と
会

　

絵
画
サ
ー
ク
ル
ぱ
れ
っ
と
会
で

は
、
第
2
0
回
記
念
ぱ
れ
っ
と
会
展

を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
抽
選

で
サ
ム
ホ
ー
ル
の
絵
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
6
月
1
8
日
吟
～
2
0
日
⑥
午

　

前
9
時
～
午
後
8
時
（
最
終
日

　

は
午
後
5
時
ま
で
）

会
場
市
産
業
文
化
展
示
館

問
い
合
わ
せ
先
九
里
剛
哉
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
2
7
4
3
）

か
ん
ぽ
作
文
募
集

大
野
郵
便
局
保
険
課

　

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
第
3
8
回
か
ん

ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
小
学
5
年
生
～
中
学
3
年

　

生
テ
ー
マ
課
題
A
＝
簡
易
保
険
に

　

関
係
が
あ
る
も
の
▼
課
題
B

　

私
の
挑
戦
・
い
ま
、
頑
張
っ
て

　

い
る
こ
と
。
こ
れ
か
ら
目
指
す

　

こ
と
。
（
小
学
生
）
こ
と
ば
の

　

贈
り
物
・
心
に
残
る
一
言
、
大

　

切
な
人
に
伝
え
た
い
こ
と
ば
な

　

ど
（
中
学
生
）
▼
自
由
題
＝
日

　

ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
思
っ

　

て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と

　

な
ど

応
募
規
定
4
0
0
字
詰
め
原
稿

　

用
紙
3
～
5
枚

締
め
切
り
6
月
3
0
日
⑥

応
募
●
問
い
合
わ
せ
先
大
野
郵

　

便
局
保
険
課
（
a
6
6
・
3
1
0

　

0
）

水
防
訓
練
が
あ
り
ま
す

市
役
所
総
務
課

　

市
で
は
、
河
川
の
増
水
に
よ
る

被
害
に
備
え
る
た
め
、
水
防
訓
練

を
行
い
ま
す
。

日
時
6
月
2
0
日
⑧
午
前
9
時
～

　

正
午

場
所
真
名
川
憩
い
の
島
多
目

　

的
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
総
務
課

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
2

　

6
）

福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

市
身
体
障
害
者
連
合
会

　

市
身
体
障
害
者
連
合
会
で
は
、

市
内
の
福
祉
施
設
入
所
者
や
在
宅

障
害
者
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
、
毎
年

「
大
野
市
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
7
月
4
日
⑧
午
前
1
0
時
3
0

　

分
～

場
所
有
終
東
小
学
校
体
育
館

対
象
在
宅
の
障
害
者

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
I
I
I

　

I
内
線
4
7
2
）

人権擁護委員制度をご存じですか

　

6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。

最近、個人の権利意識や価値観の多様化により、自己の人権のみ

を主張し、他人の人権を軽視する風潮が見受けられ、いろいろな

形の人権問題が起きています。これらの人権問題の解決のために

は、家庭や学校、地域社会などさまざまな場で一人ひとりが人権

とは何かということを考え、人権尊重の意識を高めることが必要

です。法務省と全国人権擁護委員連合会では「考えようあなた

の人権わたしの人権一世界人権宣言50周年－」を啓発活動重点

目標に掲げ、積極的な啓発活動を展開しています。

次の人権擁護委員に気軽に相談ください。相談は無料で、秘密は

守られます。

多田正則伏石16－667・1491

広瀬敏子元町1一1166・2322

安川昭一下舌17一2266・4641

松田まつ枝要町1－1466・0823

土本丈子中野7－166●3706

杉本敏憲木本50－1864・1537（敬称略）

ねんりんぴつく開催

　

10月9日から12日、第12回全国健

康福祉祭「ねんりんぴっく」ふくい

大会が県内全域で開催されます。当

市では10日と11日、卓球交流大会が

行われます。市エキサイト広場を会

場に全国から60チーム、480人の

選手が日ごろの技を競います。

　

選手の皆さんは全員60歳を超える

人たちですが、長年の練習により若

い人たちに負けない体力と、卓越し

たテクニックを見ることができると

思います。大会は

当市をアピールす

る絶好の機会とも

なります。市民み

んなで盛り上げま

しょう。
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母
の
手
作
り
の
お
地
蔵
さ
ん

片
岡
義
雄
さ
ん
（
糸
魚
町
）

　

糸
魚
町
の
片
岡
義
雄
さ
ん
（
七
十
四
歳
）

の
宝
は
、
お
母
さ
ん
が
作
っ
て
く
れ
た
「
お

地
蔵
さ
ん
」
で
す
。
家
の
中
に
大
切
に
飾
っ

て
あ
る
「
お
地
蔵
さ
ん
」
は
奥
さ
ん
手
作
り

の
き
れ
い
な
着
物
を
着
て
、
穏
や
か
な
や
さ

し
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
私
は
二
歳
の
と
き
に
大
阪
で
暮
ら
す
親

戚
の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
母
が
体
の

弱
か
っ
た
私
の
こ
と
を
と
て
も
気
に
か
け
て

く
れ
、
五
歳
の
と
き
に
輪
投
げ
の
台
を
使
っ

て
こ
の
。
お
地
蔵
さ
ん
’
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
母
が
私
の
健
康
を
願
い
心
を
込
め
て
作

つ
て
く
れ
た
お
か
げ
か
、
大
病
を
患
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
元
気
で
こ
の
年
ま
で
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
第
こ
次
世
界
大
戦
中
、
私
は
徴

兵
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
無
事
に
戻
っ
て
こ

れ
た
の
も
母
の
願
い
が
通
じ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
戦
火
を
逃
れ
る
た
め

に
、
両
親
が
父
の
故
郷
だ
っ
た
こ
の
大
野
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
と
き
も
母
は
こ
の

’
お
地
蔵
さ
ん
’
を
大
切
に
大
野
ま
で
持
っ
て

来
て
く
れ
ま
し
た
か
ら
ね
。
本
当
に
私
の
こ

と
を
考
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
」
と
「
お
地

蔵
さ
ん
」
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

「
母
が
こ
れ
を
作
っ
て
く
れ
て
か
ら
も
う

七
十
年
に
な
り
ま
す
。
家
族
も
私
か
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
か
、
同
じ
よ

う
に
大
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。
家
族
が
円
満

に
過
ご
し
て
い
る
の
も
。
お
地
蔵
さ
ん
’
が
絆

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ね
。
母
の
形
見
と

し
て
も
そ
う
で
す
が
、
家
族
に
と
っ
て
も
大

切
な
宝
物
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
」
と
。

い
と
お
し
そ
う
に
「
お
地
蔵
さ
ん
」
を
見
つ

め
る
片
岡
さ
ん
で
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 に662世帯 O世帯

人口 40．852人 △3人

内訳
男 19，576人 △3人

女 21，276人 O人

4月中の異動
転入 100人 出生 24人

転出 108人 死亡 19人

市内の交通事故状況（uヵヽ64）

件数内訳
平成11年

4月末

平成10年

4月末
比較

総件数 203件 173件 30件

人

身
事

故

件数 55件 58件 △3件

死者 O人 O人 O人

傷者 66人 77人 △11人

物損事故 148件 115件 33件

表
紙
の
こ
と
ば

　

名
曲
「
夏
の
思
い
出
」
に
も

歌
わ
れ
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
。
き

れ
い
な
空
気
と
水
、
そ
し
て
新

緑
。
さ
わ
や
か
な
初
夏
に
ふ
さ

わ
し
い
風
景
。
自
然
環
境
の
保

全
を
目
指
し
、
平
成
八
年
度
に

市
が
取
得
し
た
巣
原
地
区
の
平

家
平
で
も
、
か
れ
ん
な
白
い
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。
こ
の
自
然

す
っ
と
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

編
集
後
記

　

広
報
の
取
材
で
市
内
を
回
っ

て
い
る
と
、
素
晴
ら
し
い
景
色

に
出
会
い
、
立
ち
止
ま
る
こ
と

も
。
五
月
晴
れ
の
あ
る
日
、
亀

山
西
側
の
犬
山
区
で
の
こ
と
。

田
植
え
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の

水
田
に
、
青
い
空
と
シ
バ
ザ
ク

ラ
の
花
で
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ

た
畦
（
あ
ぜ
）
が
、
と
て
も
き

れ
い
に
調
和
。
役
得
か
な
。
（
横
）

月R見i弓・

　

深
緑
が
薫
風
に
香
る

み
ず
み
ず
し
い
六
月
に

な
っ
た
。
一
年
間
を
通

し
て
最
高
に
心
地
よ
い

季
節
で
も
あ
る
▼
昨
年

の
十
月
半
ば
か
ら
六
ヶ

月
あ
ま
り
、
入
院
し
た
家
族
の
看
病
に
明
け
暮

れ
た
。
よ
う
や
く
退
院
し
、
外
気
を
胸
い
っ
ぱ

い
吸
っ
た
朝
、
共
に
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
う

れ
し
さ
に
涙
が
こ
み
上
げ
た
。
病
気
と
い
う
魔

物
は
、
誰
に
で
も
突
如
と
し
て
襲
い
か
か
り
、

家
庭
の
平
和
を
あ
え
な
く
切
り
裂
く
▼
長
い
入

院
生
活
で
あ
っ
た
が
、
進
ん
だ
医
療
と
看
護
、

配
慮
さ
れ
た
食
事
、
清
潔
で
ホ
ッ
ト
な
院
内
の

雰
囲
気
な
ど
に
支
え
ら
れ
、
ピ
ン
チ
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
熱
が
続
き
途
方
に
暮

れ
て
い
る
と
き
、
冷
静
に
両
脇
や
足
の
付
け
根

を
冷
や
し
、
水
分
を
与
え
る
こ
と
。
熱
い
タ
オ

ル
で
の
体
の
拭
き
方
や
素
早
く
衣
服
を
着
替
え

さ
せ
る
こ
と
な
ど
細
か
い
所
ま
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
た
▼
「
生
老
病
死
は
、
す
べ
て
の
人
に

伴
う
。
自
分
一
人
が
つ
ら
い
の
で
は
な
い
」
と

割
り
切
っ
て
み
て
も
、
家
族
の
病
状
が
悪
化
す

る
と
右
往
左
往
し
て
し
ま
う
。
真
夜
中
で
あ
ろ

う
が
看
護
婦
さ
ん
を
呼
ん
だ
▼
今
年
の
冬
は
肺

炎
が
流
行
。
救
急
車
が
毎
晩
の
よ
う
に
急
患
を

運
ん
で
き
た
。
高
齢
化
の
加
速
と
と
も
に
病
気

の
老
人
も
増
え
、
入
院
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な

っ
た
。
家
で
は
、
家
族
が
ほ
と
ん
ど
仕
事
に
出

て
い
る
の
で
、
看
病
は
老
人
が
や
む
な
く
う
け

も
つ
は
め
に
な
る
。
多
く
の
病
室
で
は
、
老
人

が
老
人
を
介
護
す
る
こ
と
に
な
り
、
共
倒
れ
の

心
配
も
あ
る
よ
う
だ
▼
来
年
四
月
か
ら
始
ま
る

介
護
保
険
制
度
が
、
適
切
に
運
営
さ
れ
、
避
け

て
通
れ
な
い
厳
し
い
現
実
を
打
開
し
て
く
れ
る

よ
う
期
待
し
た
い
。
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
・
‐
・
‐
・
‐
1
）
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